
長崎大学・原爆後障害医療研究所・客員教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１７３０１

基盤研究(C)（一般）

2017～2014

被爆高齢者５万人のデータから得る健康長寿要因を一般高齢者に適用するためには

Application of longer healthy life expectancy factors of fifty thousand atomic 
bomb survivors in Nagasaki to the elderly

００１０８２９２研究者番号：

三根　眞理子（MINE, Mariko）

研究期間：

２６４６０７６９

平成 年 月 日現在３０   ６   ４

円     3,700,000

研究成果の概要（和文）：運動の頻度、食事摂取の多様性、社会的参加と生活の自立度との関連を検討した。超
高齢者において、生活の自立度が高い人は定期的に運動し、多くの種類の食品を摂取しており、地域活動にも参
加している。
一方、女性より、男性の方が元気と感じており、生活の自立度も高いようである。男性より女性が長寿であるが
生き延びた男性は真の健康を持つ、選りすぐりの方であるのかもしれない。女性は無理せず、介助を受けながら
も長く生き延びているのではないかと推測される。

研究成果の概要（英文）：We analyzed the database of the atomic bomb survivors to assess correlations
 among 4 factors: frequency of exercise, variety in a diet, participation in the society, and 
independence degree of daily living. Elderly atomic bomb survivors who have higher independence 
degree of daily living exercise regularly, have a variety in their diet, and also participate in 
social activities. 
 On the contrary, more male survivors feel they are energetic, compared to female survivors, and 
they have a tendency to have higher independence of daily living. We take into account the result 
and consider that male atomic bomb survivors are the ones in perfect health although female 
survivors live longer than male survivors. We predict that female survivors have a longer life 
expectancy by having care givers to look after them and also not working too hard. 

研究分野：放射線疫学

キーワード： 被爆高齢者　生活習慣　健康長寿
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１．研究開始当初の背景 
高齢者の健康評価に関する研究、特にライ
フスタイルと健康に関する研究は国内外で
多く行われている。生活習慣との関連では喫
煙、飲酒、食事、運動などの要因と死亡との
関連分析の結果、運動との関連を示唆したと
報告している。また、精神面からの分析では
主観的幸福感が低いと生命予後が悪いとい
う報告がされている。 
このように、これまでの報告は生活習慣と
の関連のみ、または主観的幸福感との関連の
みといった身体面と精神面とが独立した形
の研究報告である。我々はこれまでに、精神
的健康度と生命予後との関連を分析し、精神
的健康度が悪いものでは死亡率が高いこと
を報告した。 
さらに生活習慣や精神的健康度および生
活満足度との関連も分析したが、死亡数が 82
名と少なく、結果の信憑性を確認する必要が
あるという問題が残された。身体面と精神面
との両面から見る総合的なライフスタイル
と生命予後との関連をみた研究は少ない。ま
た原爆体験をした高齢者のこころの健康を
含むライフスタイルと生命予後に関する研
究はこれまでにほとんどみられない。 
寝たきりなどの障害をもつ高齢者の介護
問題に対する方策としては寝たきり高齢者
をつくらず、自立した元気高齢者を増やす一
次予防が重要である。これまでの被爆者の調
査をもとに、特に超高齢者における受診状況、
生活習慣、精神的健康度と生命予後との関係
を明らかにし、追加情報を調査することです
こやか長寿の要因が明らかになると考えた。 
 
２．研究の目的 

(1) わが国の平均寿命は 80歳を超え、医療
費増大および介護が社会的な問題として重
要視されている。特に介護に関しては家族の
身体的・精神的負担の重さが問題となってい
る。 

(2) これに対する対策として一次予防を重
視し、すこやかに老いることが推奨されてい
る。 

(3) 我々が観察している被爆者集団におい
て 85 歳まで生存している超高齢者の受診行
動、生活習慣、精神的健康度を調査分析し、
すこやか長寿の要因を明らかにする。 

(4）精神的健康度に関する結果を福島県民
の精神面サポートに役立てる。 
 
３．研究の方法 
対象は 2003 年調査に回答した 35,035 人の
うち、85 歳以上の直接被爆者で、分析に関す
る項目すべてに回答し、2016 年 1月現在生存
の 2,931 人とした。調査項目は３つのカテゴ
リーからなる。属性や身体的健康に関する項
目は性別、主観的健康感、日常生活の活動性、
手段的日常生活活動性である。生活習慣に関
する項目は、運動習慣、飲酒の有無、喫煙の
有無、食品摂取頻度である。社会的要因に関

する項目は外出頻度、社会的活動参加の有無、
精神的健康度である。今回の解析に用いた項
目は飲酒と喫煙を除いた 8項目である。 
2016 年 2 月 1 日に調査票を発送し、2 月 25
日を締め切りとして回収した。2,931 人中、
1,469 人から回答を得た。回収率は 50％と、
これまでと比べ低率であった。 
今回の解析の指標は生活の自立度とした。
生活の自立度を調べるのは 13 項目である。
手段的日常生活動作と呼ばれ、一人で外出
（バス・電車）、買い物、食事の用意、支払、
預貯金の出し入れ、書類の作成などについて
できるかを尋ねている。また、新聞・本を読
んでいるか、健康についての記事や番組への
関心、友達の訪問、相談、見舞い、話しかけ
などである。13 項目の手段的日常生活動作に
対し、できるに 1点を与え、すべてできれば
13 点となる。 
食品の種類は 13 種類で、魚介、肉、卵、
牛乳、緑黄色野菜、海藻その他である。これ
らの食品をほとんど毎日食べると回答した
ものを 1 点とし、すべて該当すれば 13 点満
点となる。9点以上が望ましいとされている。 
地域活動とは町内会、老人クラブ、趣味な
どのサークル、ボランティア活動のいずれか
に参加していることとした。 
本研究は、長崎大学医歯薬学総合研究科の
倫理委員会で承認された（平成 27 年 11 月 24
日、許可番号 15103060）。その後、研究期間
の延長について長崎大学医歯薬学総合研究
科の倫理委員会の追加承認を得た（平成 29
年 3月 27 日、許可番号 15103060-2）。調査の
趣旨や個人情報の守秘を文書で説明し、同意
書の返送を依頼した。同意書は調査票に同封
して返送する形式をとった。 
 
４．研究成果 
回収率は男 85-89 歳では 61.1％、女 85-89
歳では 48.9％と男女で大きく異なった。女の
回収率は 90-99 歳では 41.8％と低下した。男
では90-99歳54.3％で年齢があがると男女と
もに回収率が低下した。代理回答割合をみる
と、男85-89歳では13.6％、90-99歳で29.5％
と、代理回答が増加し、女85-89歳では26.1％、
90-99歳では48.4％と年齢があがると共に代
理回答が増加した。90 歳を超えると自分では
回答できないものも多く、このことが回収率
の低さに影響していると思われる。 
まず運動と生活の自立度との関連をみた。
図1に運動の頻度と生活の自立度との関連を
示す。85-89 歳をみてみると、運動しないは
生活の自立度 6.6 点、月 1～3 回は 7.6 点、
週 1回以上は 9.3 点で、運動をする頻度が高
いほど、生活の自立度が高くなっている。90
歳以上でも同様の傾向がみられた。 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

  図１ 運動の頻度と生活の自立度 
 
図 2に食品摂取の多様性スコアと生活の自立
度との関連を示す。85-89 歳では、3 点以下
で 7.7、４～８点では 9.0、9点以上は 9.5 と
なり、食品摂取の多様性スコアが高いほど生
活の自立度が高い傾向があった。90 歳以上も
同様の傾向であった。 

   図 2 食品摂取頻度と生活の自立度 
 
図 3に地域活動への参加と生活の自立度との
関連を示す。85-89 歳において、地域活動へ
の参加なし群では 6.8 点、あり群では 10.4
点で 1.5 倍であった。90 歳以上でも同様の傾
向がみられた。 

 図 3 地域活動への参加と生活の自立度 
 
生活の自立度の平均点を男女で比べてみ
た。男 85-89 歳が 8.9 点と最も高く、女性で
は 7.6 点であった。90 代においても男性 7.2
点、女性 5.4 点と、男性の方が生活の自立度
は高く元気であることが示唆された。女性の
90 代は自分では健康であると感じているよ
うだが生活の自立度は伴っていない。 
男性より女性が長寿であるが生き延びた男
性は真の健康を持つ、選りすぐりの方である
のかもしれない。女性は無理せず、介助を受

けながらも長く生き延びているのではない
かと推測される。精神的に元気であると感じ
ていることは健康を維持することによりよ
い影響を与えていると考えられる。 
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